































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4
への転化において実現されているかぎりで
は、それは同時に資本の価値喪失

































（0 . 37 ; 2 . 71）
































































































































































































































4 4 4 4
は、逆に商品の交換価値の形態





4 4 4 4 4 4 4
を労働時間の縮減




4 4 4 4 4 4 4
は、同一分量の生産物を生産する時間をより少量にすることを意味し、生産時間











































































































































































































4 4 4 4 4 4
が行われるのは、流動資本

















































































4 4 4 4 4 4 4 4
あるいは社会的諸規定




























































4 4 4 4 4 4 4 4
に等しい。資本が存在する使用価値の形態はそれ自体としてはどう
でもよいものである。そのかぎりで、流動資本
4 4 4 4
は価値が或る特定の形態の使用価値であり、こ
の使用価値の或る特定の機能である固定資本












4 4 4 4 4
（しかも……剰余労働
4 4 4 4
）に対する指図書
4 4 4 4 4 4 4
である。それ
ゆえ、固定資本の発展とともに有価証券











































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、
（2）この物質代謝を媒介する貨幣流通
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4 4 4 4 4 4
産過程の並存





























































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
トルはエンゲルスがつけた第12章のタイトル
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 44 4 4 4 4 4 4
「通流時間
4 4 4 4
」ではなく
4 4 4 4
、「生産時間と通流時間



























































































































































































































22）Cf.David Harvey, Cosmopolitamism and the Geographies of Freedom, Columbia University Press, 2009. 大屋
定晴ほか訳『コスモポリタニズム』作品社、2013年、参照。
23）『1863-65年草稿』「第1部 資本の生産過程」の章の構成については内田弘「『資本論』成立史におけ
る『直接的生産過程の諸結果』」『専修経済学論集』第10巻第2号、1976年2月を参照せよ。「第1草稿」
第3章で「生きた労働の二重作用」を4回論究する（M315, 325, 327, 341:訳214, 227, 230, 248）。
24）エンゲルス編の現行『資本論』第2部の当該個所でも、拡大再生産表式は明記されておらず、不等式
を含意する文で示されている（Vgl. MEW, Bd.24, S.492）。
25）的場昭弘・他編『新マルクス学事典』弘文堂、2000年、「イギリス資本主義」（内田弘）を参照せよ。
26）前掲の内田弘「『資本論』の不変の対称的構造」を参照せよ。マルクスが「差異論文」執筆のさい主
要参考文献としたヘーゲル「フィヒテとシェリングの哲学体系の差異」（1801年）でヘーゲルは、産出
的構想力としての理性が維持する「根源的同一性は……空間・時間の同時並存および先後継起、すな
わち客観的全体性にまで拡張した」と指摘する（Hegel Werke 2, Sukrkamp, 1970, S.112）。マルクスはヘ
ーゲルの無限遠点（der unendliche Fokus, ibid., S.43）からするこの規定を批判的に継承する。
27）「資本一般」を前提するマルクスのこの資本認識は、或る系に不変の連続的な対称性が存在する場合
には、そこに保存則が存在すると規定する「ネーターの定理」（1915年）に対応すると思われる。
28）「再検討メモ」の裏の頁に「第3章（流通と再生産）」に関する「危険」などの5つの項目に対応する
「第1草稿」のページ数が書かれている。
29）前掲の内田弘「『資本論』の不変の対称的構造」を参照。
